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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
九
号 

 
埼
玉
県
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 
 

 

埼
玉
県
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す 

 
 

 

る
告
示 

 

埼
玉
県
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉
県
告

示
第
千
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
の
表
Ａ
級
の
項
発
注
標
準
額
の
土
木
一
式
工
事
の
欄
中
「
一
億
円
」
を
「
一

億
五
、
〇
〇
〇
万
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
建
設
工
事
請
負
等
競
争

入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
規
定
は
、
同
日
以
後
に
公
告
す
る
一
般
競
争
入
札
又
は

公
示
す
る
指
名
競
争
入
札
か
ら
適
用
す
る
。 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
号 

 
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
申
請
書
が
提
出
さ

れ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
し
、
当
該
申
請
書
及
び
同
条
第
三
項

の
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
の
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
埼
玉
県
知
事

に
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

 
 

株
式
会
社
シ
タ
ラ
興
産 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
折
之
口
千
七
百
八
十
八
番
地
一 

 
 

代
表
取
締
役 

設
樂
竜
也 

二 

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
上
野
台
字
松
原
千
四
百
五
十
番
十
五
外
二
筆 

三 

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類 

 
 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
） 

 
 

第
七
条
第
三
号
、
五
号
、
八
号
及
び
十
三
号
の
二
に
規
定
す
る
焼
却
施
設 

四 

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類 

 

イ 

産
業
廃
棄
物 

 
 

 

汚
泥
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
、 

 
 

繊
維
く
ず
、
動
植
物
性
残
さ
及
び
ゴ
ム
く
ず 

 

ロ 

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物 

 
 

 

廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
及
び
感
染
性
産
業
廃
棄
物 

五 

申
請
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日 

六 

縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
時
間 

     
 

深
谷
市
環
境
課 

 

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所 

 

埼
玉
県
環
境
部
産
業
廃
棄
物
指
導
課 

縦 

覧 

場 

所 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

縦 

覧 

時 

間 

 



七 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
） 

八 

意
見
書
の
記
載
事
項 

 

イ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代

表
者
の
氏
名 

 

ロ 

意
見
書
を
提
出
す
る
理
由 

 

ハ 

生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見 

九 

意
見
書
の
提
出
期
間 

 
 

令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
四
月
十
四
日
ま
で 

十 

意
見
書
の
提
出
方
法 

 

イ 

日
本
語
に
よ
る
こ
と
。 

 

ロ 

持
参
又
は
郵
送
（
令
和
五
年
四
月
十
四
日
消
印
有
効
） 

十
一 

意
見
書
の
提
出
先 

 
 

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所
（
郵
便
番
号
三
六
〇
―
〇
〇
三
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
末
広
三

丁
目
九
番
一
号
） 

 

熊
谷
市
三
尻
公
民
館 

 

熊
谷
市
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

 
熊
谷
市
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

 

熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー 

 

熊
谷
市
環
境
政
策
課 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
申
請
書
が
提
出
さ
れ

た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
し
、
当
該
申
請
書
及
び
同
条
第
三
項
の

当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
の
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
埼
玉
県
知
事

に
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

 
 

株
式
会
社
シ
タ
ラ
興
産 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
折
之
口
千
七
百
八
十
八
番
地
一 

 
 

代
表
取
締
役 

設
樂
竜
也 

二 

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
上
野
台
字
松
原
千
四
百
五
十
番
十
五
外
二
筆 

三 

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類 

 
 

一
般
廃
棄
物
の
ご
み
処
理
施
設
（
焼
却
施
設
） 

四 

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類 

 

イ 

一
般
廃
棄
物 

家
庭
系
及
び
事
業
系
一
般
廃
棄
物 

ロ 

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物 

感
染
性
一
般
廃
棄
物 

五 

申
請
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日 

六 

縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
時
間 

 

 

深
谷
市
環
境
課 

 

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所 

 

埼
玉
県
環
境
部
資
源
循
環
推
進
課 

縦 

覧 

場 

所 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

縦 

覧 

時 

間 



七 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
） 

八 

意
見
書
の
記
載
事
項 

 

イ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代

表
者
の
氏
名 

 

ロ 

意
見
書
を
提
出
す
る
理
由 

 

ハ 

生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見 

九 

意
見
書
の
提
出
期
間 

 
 

令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
四
月
十
四
日
ま
で 

十 

意
見
書
の
提
出
方
法 

 

イ 

日
本
語
に
よ
る
こ
と 

ロ 

持
参
又
は
郵
送
（
令
和
五
年
四
月
十
四
日
消
印
有
効
） 

十
一 

意
見
書
の
提
出
先 

 
 

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所
（
郵
便
番
号
三
六
〇
―
〇
〇
三
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
末
広
三

丁
目
九
番
一
号
） 

 

熊
谷
市
三
尻
公
民
館 

 

熊
谷
市
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

 
熊
谷
市
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

 

熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー 

 

熊
谷
市
環
境
政
策
課 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕
上 

一 

指
定
医
療
機
関 

く
ぼ
た
脳
神
経
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
薫
肌

会 

和
光
み
ん
な
の

皮
膚
科 

和
光
耳
鼻
咽
喉
科 

志
木
柏
町
ク
リ
ニ
ッ

ク 草
加
す
ぎ
う
ら
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

竹

世
会 

み
さ
と
中
央

耳
鼻
咽
喉
科
・
ア
レ

ル
ギ
ー
科 

名 
 

称 

医
療
法
人
慶
麗
会 

医
療
法
人
社
団
薫

肌
会 

医
療
法
人
慶
和
会 

医
療
法
人
相
友
会 

医
療
法
人
社
団
Ｔ

Ｋ
Ｗ 

医

療

法

人

社

団 

竹
世
会 

開 

設 

者 

名 

東
松
山
市
高
坂
一
一
七
一
―
三 

和
光
市
丸
山
台
一
―
一
一
―
一

一
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｌ 

Ｗ
ａ
ｋ
ｏ 

一
階 

和
光
市
丸
山
台
一
―
一
〇
―
二

〇 

Ｍ
・
Ｎ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
階 

志
木
市
柏
町
一
―
六
―
七
四
―

一
階 

草
加
市
氷
川
町
二
一
四
九
―
二 

藤
城
ビ
ル
二
階 

三
郷
市
中
央
一
―
二
―
一
ザ
・
ラ

イ
オ
ン
ズ
三
郷
中
央
一
〇
二
号 

所 
 

在 
 

地 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
二
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
四
年
十
二

月
一
日 

指

定

年

月

日 



 

ま
き
ば
園
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
Ｎ
ｕ

ｒ
ｓ
ｅ 

草
加 

医
心
館 

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

春

日
部 

薬
局
日
本
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ス
テ
ム 

和
光

店 み
さ
き
歯
科.

 

粟
澤
歯
科
医
院 

清
水
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 北
葛
北
部
医
師
会
地

域
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー 

石
塚
内
科
胃
腸
科
医

院 佐
藤
医
院 

い
し
ば
し
糖
尿
病
内

分
泌
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 

社

会

福

祉

法

人 

隼
人
会 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
株

式
会
社 

株
式
会
社
ア
ン
ビ

ス 日
本
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ス
テ
ム
株
式
会

社 宮
﨑 

祥
恵 

粟
澤 

重
樹 

清
水 

大
介 

一
般
社
団
法
人
北

葛
北
部
医
師
会 

石
塚 
大
輔 

佐
藤 

栄
一 

石
橋 

俊 

行
田
市
白
川
戸
二
七
五 

草
加
市
谷
塚
町
八
二
八
―
一
二 

コ
ト
ブ
キ
ハ
イ
ツ
二
〇
三
号
室 

春
日
部
市
大
沼
七
―
一
八 

和
光
市
丸
山
台
一
―
一
〇
―
二
〇 

坂
戸
市
新
堀
二
七
〇
―
一 

深
谷
市
岡
一
―
三
五
―
七 

大
里
郡
寄
居
町
寄
居
二
九
四
―
一 

幸
手
市
高
須
賀
地
内 

県
営
権
現

堂
第
二
公
園
駐
車
場
内 

仮
設 

秩
父
市
下
影
森
七
六
五
―
四 

深
谷
市
内
ケ
島
八
〇
三 

羽
生
市
下
手
子
林
一
四
四
八 

令
和
四
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

二
十
二
日 

令
和
三
年
四
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
四
年
四
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
二
月

一
日 



 

二 

指
定
施
術
機
関 

   

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

オ
パ
ー
ル 

株
式
会
社
シ
ー
ヒ

ュ
ー
マ
ン 

日
高
市
高
萩
下
宿
一
〇
二
―
一 

令
和
五
年
一
月

一
日 

下
山 

聡
史 

岡
村 

琴
音 

磯
貝 

恵
太 

奥
貫 

眞
紀 

細
川 

拓
哉 

関 

正
夫 

氏 
 

名 

      

住 

所 
下
山
治
療
院 

Ｋ

Ｅ

ｉ

Ｒ

Ｏ

Ｗ 

練
馬
中
央
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

磯
貝
訪
問
鍼
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ 

Ｋ

Ｅ

ｉ

Ｒ

Ｏ

Ｗ 

川
越
ス
テ
ー
シ
ョ

ン Ｋ

Ｅ

ｉ

Ｒ

Ｏ

Ｗ 

川
越
ス
テ
ー
シ
ョ

ン せ
き
整
骨
院 

名 
 

称 

施 
 

術 
 

所 

草
加
市
八
幡
町
五
六
―
一
三 

東
京
都
練
馬
区
練
馬
一
―
一
三

―
一
〇
ダ
イ
ヤ
コ
ー
ポ
一
〇
一 

蕨
市
中
央
三
―
九
―
二
四
コ
ー

ジ
ー
コ
ー
ト
蕨
三
一
〇 

川
越
市
霞
が
関
北
二
―
六
―
一

―
一
〇
三 

川
越
市
霞
が
関
北
二
―
六
―
一

―
一
〇
三 

入
間
郡
毛
呂
山
町
岩
井
西
二
―

八
―
一
一 

一
Ｆ 

 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

十
二
日 

令
和
五
年
二
月

八
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

一
日 

令
和
五
年
一
月

十
八
日 

指

定

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

指
定
医
療
機
関 

      

さ
く
ら
薬
局 

医

療

法

人

社

団 

匡
恕
会 

梶
田
医

院
狭
山 

あ
ら
い
和
光
市
駅

前 

脳
外
科
・
神
経

内
科 名

称 

所

在

地 

開
設
者
名
称 

名

称 

所

在

地 

名

称 

変

更

事

項 

吉
川
市
平
沼
一
六
八
九

―
一 

医
療
法
人
社
団 

け
や

き
の
木 

医
療
法
人
社
団 

け
や

き
の
木 

狭
山
台
胃
腸

科
外
科 

和
光
市
本
町
六
―
五
和

光
ノ
イ
エ
ビ
ル
四
階 

和
光
市
駅
前
脳
外
科
・
神

経
内
科 変

更

前 

吉
川
市
中
央
三
―
一
六

―
八 

医
療
法
人
社
団 

匡
恕

会 医
療
法
人
社
団 
匡
恕

会 

梶
田
医
院
狭
山 

和
光
市
本
町
六
―
五
和

光
エ
イ
ノ
ビ
ル
四
階 

あ
ら
い
和
光
市
駅
前 

脳

外
科
・
神
経
内
科 

変

更

後 



二 

指
定
施
術
機
関 

   

   

上
杉 

史
緒 

氏

名 

   

施
術
所 

変

更

事

項 

      

所

在

地 
名

称 

      

（
追
加
） 

（
追
加
） 

変

更

前 

      

さ
い
た
ま
市
桜
区
神
田

一
六
―
一 

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
ひ
ま

わ
り 

変

更

後 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

指
定
医
療
機
関 

く
ぼ
た
脳
神
経
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

医

療

法

人

 

慶

和

会 

和
光
耳
鼻
咽
喉
科
医
院 

志
木
柏
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

あ
お
ば
台
診
療
所 

草
加
す
ぎ
う
ら
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

高
木
ク
リ
ニ
ッ
ク 

み
さ
と
中
央
耳
鼻
咽
喉

科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科 

名 

称 

東
松
山
市
高
坂
一
一
七
一
―
三 

和
光
市
本
町
二
―
六
―
三
〇
八 

志
木
市
柏
町
一
―
六
―
七
四 

朝
霞
市
宮
戸
三
―
八
―
二 

草
加
市
氷
川
町
二
一
四
九
―
二
藤
城
ビ
ル
二

階 草
加
市
栄
町
二
―
四
―
一
七 

三
郷
市
中
央
一
―
二
―
一
ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

三
郷
中
央
一
〇
二 所 

在 

地 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
三
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
四
年
十
一
月
三

十
日 

廃
止
年
月
日 



      

ポ
プ
ラ
薬
局 

オ
ー
ク

プ
ラ
ザ
店 

パ
ル
薬
局
谷
津
の
森
店 

安
心
堂
わ
ら
び
調
剤
薬

局 粟
澤
歯
科
医
院 

 
 

 

清
水
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

金
森
歯
科
医
院 

北
葛
北
部
・
南
埼
玉
郡

市
医
師
会
地
域
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー 

石
塚
内
科
胃
腸
科
医
院 

佐
藤
外
科
胃
腸
科
内
科

医
院 

蓮
田
市
本
町
三
―
五
蓮
田
オ
ー
ク
プ
ラ
ザ
駅

前
温
泉
館
二
Ｆ 

富
士
見
市
鶴
瀬
東
一
―
一
―
三 

蕨
市
中
央
一
―
一
三
―
七 

深
谷
市
岡
二
八
一
四
―
二 

大
里
郡
寄
居
町
寄
居
二
九
四
―
一 

春
日
部
市
中
央
一
―
一
九
―
一 

幸
手
市
高
須
賀
地
内 

県
営
権
現
堂
第
二
号

公
園
駐
車
場
内 

仮
設 

秩
父
市
下
影
森
七
六
五
―
四 

深
谷
市
内
ケ
島
柳
内
八
〇
三
・
八
〇
四 

令
和
五
年
一
月
四
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
三
年
三
月
三
十

一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
四
年
十
二
月
十

五
日 

令
和
四
年
三
月
三
十

一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
四
年
十
二
月
三

十
一
日 



二 

指
定
施
術
機
関 

       

木
下 

英
典 

氏
名 

      

住
所 

     

き
の
こ
の
家
は
り
き

ゅ
う
接
骨
院 

名
称 

施
術
所 

     

春
日
部
市
緑
町
六
―
一

七
―
二
八 

三
笠
ビ
ル
一

Ｆ 

所
在
地 

     

令
和
五
年
一
月
三
十

一
日 

廃
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  

藤
井
歯
科
医
院 

医

療

法

人 

至

誠

会 

大
久
保
ク
リ
ニ
ッ
ク 

名 
 

称 

所
沢
市
東
所
沢
和
田
二
―
三
一
―
四 

吉
川
市
中
央
三
―
一
一
―
九 

所 
 

在 
 

地 

令
和
五
年
三
月
十
五
日 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

辞

退

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
六
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
休
止
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  

社
会
医
療
法
人
至
仁
会 

日

高
日
生
ク
リ
ニ
ッ
ク 

名 
 

称 

日
高
市
高
萩
一
六
一
九 

所 
 

在 
 

地 

令
和
二
年
十
月
一
日 

休

止

年

月

日

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し 

て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

医
療
法
人
社
団
愛

友
会 

三
郷
中
央

総
合
病
院 

名
称 

三
郷
市
中
央
四

―
五
―
一 

所
在
地 

医
療
法
人
社
団 

愛
友
会 

 

開
設
者
名 

介
護
予
防
訪
問

看
護 

訪
問
看
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
四
年
八
月
一

日 

指
定
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

さ
く
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

新
三
郷 

さ
く
ら
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

新
三
郷 

居
宅
介
護
支
援
事
業

所
さ
く
ら
新
三
郷 

坂
戸
市
中
央
第
二
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー 白
岡
薬
局 名

称 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
者
名

称 変
更
事
項 

三
郷
市
采
女
一

―
一
五
〇 

三
郷
市
采
女
一

―
一
五
〇 

三
郷
市
采
女
一

―
一
五
〇 

坂
戸
市
南
町
二

―
五
コ
ン
フ
ォ

ー
ト
八
八 

四

〇
一 

有
限
会
社
白
岡

薬
局 

 

変
更
前 

三
郷
市
采
女
一

―
一
五
七
―
一 

三
郷
市
采
女
一

―
一
五
七
―
一 

三
郷
市
采
女
一

―
一
五
七
―
一 

坂
戸
市
緑
町
一

一
―
一
五 

三

上
ビ
ル
一
階 

株
式
会
社
白
岡

薬
局 

 
変
更
後 

通
所
介
護 

訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
予
防
支
援 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 
介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



 

ネ
ヲ
ハ
ル 

坂
戸 

事
業
者
名

称 事
業
所
名

称 

埼
玉
ラ
イ
フ
サ

ー
ビ
ス
株
式
会

社 埼
玉
ラ
イ
フ
サ

ー
ビ
ス
株
式
会

社
坂
戸
営
業
所 

株
式
会
社
ネ
ヲ

ハ
ル 

ネ
ヲ
ハ
ル 

坂

戸 

訪
問
介
護 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

        

     

埼
玉
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
坂
戸
営

業
所 

名
称 

坂
戸
市
伊
豆
の
山

町
二
二
―
一
七 

所
在
地 

訪
問
入
浴
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
入
浴

介
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
四
年
八
月
三
十

一
日 

廃
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ク
リ
エ
イ
ト
Ｓ
・
Ｄ
久
喜
菖
蒲
店 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
新
堀
四
百
七
十
三 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

市
の
駐
輪
場
が
隣
接
地
に
あ
り
、
ま
た
、
店
舗
出
入
口
に
近
い
た
め
出
入
口
付
近
の
視 

 
 

界
確
保
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

⑵ 

当
該
地
周
辺
道
路
は
、
菖
蒲
小
学
校
、
菖
蒲
中
学
校
の
通
学
路
に
近
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
利
用
し
て
い
る
。
当
該
施
設
の
利
用
者
に
、
児
童
生
徒
に
注

意
す
る
こ
と
を
促
す
よ
う
な
看
板
の
設
置
を
す
る
こ
と
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
レ
ク
タ
ウ
ン 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
三
丁
目
一
番
地
一
、
四
丁
目
一
番
地
一
、
四
丁
目
二
番
地 

 
 

 

二 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

池
谷
幹
男 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
五
号 

（
変
更
後
）
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

長
島
巌 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
五
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
四
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
五
年
二
月
十
六
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
五
年
六
月
二
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
五
年
六
月
二
十
八
日
ま
で 



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
土
地
改
良
区
の
解
散
を
令
和
五
年
二
月
二
十
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

上
福
田
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区

の
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変
更
及
び
当
該
計
画
の
変
更
に
伴
う
定
款
の
変
更

を
令
和
五
年
二
月
二
十
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

名
称 

 
 

元
荒
川
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
の
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）

計
画
の
変
更
を
令
和
五
年
二
月
二
十
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

笠
原
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
鴻
巣
市 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号 

 
令
和
四
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
七
十
一
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
五
年
一
月
三
十
一

日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
か

ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号 

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
二
級

建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

 

な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
埼
玉
県
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
建
築

技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

試
験
の
期
日
及
び
時
間 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
五
年
七
月
二
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
十
分
か
ら
午
後
五
時
二
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
十
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 

ロ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
五
年
七
月
二
十
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
十
分
か
ら
午
後
五
時
二
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
月
八
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

二 

試
験
会
場 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 

㈠ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
三
百
七
番
地 

 
 

 
 

 

芝
浦
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

 
 

 

㈡ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 

㈠ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
三
百
七
番
地 

 
 

 
 

 

芝
浦
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

 
 

 

㈡ 

埼
玉
県
草
加
市
学
園
町
一
番
一
号 



 
 

 
 

 

獨
協
大
学 

 
 

 

㈢ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
桜
区
下
大
久
保
二
百
五
十
五
番
地 

 
 

 
 

 

埼
玉
大
学 

 

ロ 
木
造
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

三 

受
験
資
格 

 
 

建
築
士
法
第
十
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

四 

受
験
申
込
手
続 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

イ 

受
験
申
込
受
付
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
四
月
三
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
令
和
五
年
四
月
十
七
日
（
月
）
午
後
四
時
ま

で 

 

ロ 

受
験
申
込
方
法 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
申
し
込
む
こ
と
。 

 
 

 

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
正
当
な
理
由
が

あ
る
場
合
に
は
、
令
和
五
年
四
月
十
日
（
月
）
ま
で
に
公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及

セ
ン
タ
ー
本
部
に
申
し
出
る
こ
と
。 

五 

設
計
製
図
の
試
験
の
課
題
発
表 

イ 

発
表
の
日 

令
和
五
年
六
月
七
日
（
水
）
頃 

ロ 

発
表
の
方
法 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
公
表
す
る
。 

六 

合
格
の
発
表 

 

イ 

学
科
の
試
験 

 
 

⑴ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

令
和
五
年
八
月
二
十
一
日
（
月
）
（
予
定
） 



 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
等
に
お
い
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合

格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 
 

⑵ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

令
和
五
年
八
月
二
十
一
日
（
月
）
（
予
定
） 

 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
等
に
お
い
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合

格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 

ロ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

⑴ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
七
日
（
木
）
（
予
定
） 

 
 

⑵ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
等
に
お
い
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合
格

し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号 

令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
認
定
申
請
手
数
料

の
う
ち
住
宅
部
分
の
共
用
部
分
の
床
面
積
を
除
く
建
築
物
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

告
示
中
「
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る

省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
第
四
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定

に
よ
り
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
算
出
し
た
」
に
改
め
、
各
号
を
削
る
。 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

多 

田 

邦 

彦 

 



  

東
松
山
鴻
巣
線 

路 
 

線 
 

名 

比
企
郡
吉
見
町
大
字
久
米
田
字
一

ノ
耕
地
一
二
〇
番
一
地
先
か
ら
同

郡
同
町
大
字
久
米
田
字
二
ノ
耕
地

二
三
二
番
二
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、

関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限

る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
三
月
一
日
午
後
一
時 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
三
十
年
三
月
九
日
付
け

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
長
告
示
第
四
号
で
告
示

し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部
供

用
開
始
で
あ
る
。
延
長
四
八

四
・
七
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

多 

田 

邦 

彦 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道 

東
松
山
鴻
巣
線 

比
企
郡
吉
見
町
大
字
久
米
田
字
一
ノ
耕
地
一
二
〇
番
一
地
先
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
郡
同
町
大
字
久
米
田
字
二
ノ
耕
地
二
三
二
番
二
地
先
ま
で
（
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。
） 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 
 

令
和
五
年
三
月
一
日
午
後
一
時 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

 
 

 

幸 

二 
 

 



 

一
般
国
道
百
四
十
号 

路 
 

線 
 

名 

秩
父
市
荒
川
白
久
字
横
幕
一
八
四
七
番
一

地
先
か
ら
同
市
荒
川
白
久
字
横
幕
一
八
五

六
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
二
年
六
月
二
日
付

け
埼
玉
県
秩
父
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
三

号
で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
供
用
開
始
で

あ
る
。
延
長
一
八
二
・
一

〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



雑

報 

 
埼
玉
県
道
路
公
社
公
告
第
一
号 

 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
有
料

道
路
の
料
金
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
公
告
す
る
。 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
道
路
公
社
理
事
長 

田 

中 
 

 

勉 

一 

有
料
道
路
名 

 
 

ア 

新
見
沼
大
橋
有
料
道
路 

 
 

イ 

皆
野
寄
居
有
料
道
路 

 
 

ウ 

三
郷
流
山
橋
有
料
道
路 

二 

路
線
名 

 
 

ア 

一
般
国
道
四
百
六
十
三
号 

 
 

イ 

一
般
国
道
百
四
十
号 

 
 

ウ 

県
道
越
谷
流
山
線 

三 

有
料
道
路
の
区
間 

 
 

ア 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
芝
原
三
丁
目
か
ら
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
大
崎
ま
で 

 
 

イ 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
風
布
か
ら
埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
ま
で 

 
 

ウ 

埼
玉
県
三
郷
市
前
間
か
ら
千
葉
県
流
山
市
三
輪
野
山
ま
で 

四 

料
金
（
障
害
者
割
引
） 

 
 

別
表
の
と
お
り 

五 

実
施
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
七
日



（別表） 

ア 新見沼大橋有料道路 

イ 皆野寄居有料道路 

（旧） （新） 

障害者割引については、以下のとおりとする。  

 

 社会福祉法（昭和26年法律第45号）第14条に基づく福祉に

関する事務所（市町村が設置した者に限る。）又は当該事務

所を設置していない町村において、事前に本割引適用のため

の必要な身体障害者手帳又は療育手帳への必要事項の記載の

手続がなされ、当該手帳に自動車登録番号又は車両番号が記

載された以下の自動車については、現金で徴収する料金の割

引率を５割以下とする。  

 

イ．身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第4

項の規程により身体障害者手帳の交付を受けている者（15

歳未満の者につき、その保護者が身体障害者手帳の交付を

受けている場合における当該保護者を除く。以下「身体障

害者」という。）が、自ら運転する乗用自動車（自動車検

査証の「用途」欄に乗用と記載されているもので、乗車定

員１０人以下のもの。以下障害者割引において同じ。）、

貨物自動車（自動車車検証の「用途」欄に乗用と記載され

ているもので、後部座席が設置され乗車定員が４人以上１

０人以下のもののうち、乗車設備と荷台に仕切りがないも

の又は乗車設備と荷台が仕切られているもので最大積載量

が５００ｋｇ以下のもの。以下障害者割引において同

じ。）、特種用途自動車（自動車車検証の「用途」欄に記

障害者割引  

 

イ 割引を適用する自動車  

 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第

４項の規定により交付されている身体障害者手帳又は療育手帳

制度要綱（昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号厚生事

務次官通知「療育手帳制度について」別紙）の定めるところに

より交付されている療育手帳（以下「手帳」という。）に、社

会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第１４条に基づく福祉に

関する事務所 （市町村及び特別区が設置したものに限る。）

若しくは当該事務所を設置していない町村又は高速道路会社等

の有料道路事業者が共同で設ける申込窓口において、以下の

（イ）又は（ロ）の要件を満たすものとして、埼玉県道路公社

が別に定めるところにより事前に自動車登録番号又は車両番号

等必要事項の記載の手続きがなされた自動車  

 

（イ）手帳の交付を受けている者が、手帳を携行して自ら運転

する自動車のうち日常生活の用に供され、本人又はその親

族等が所有する自動車（営業用の自動車を除く。）で、埼

玉県道路公社が別に定めるもの。  

（ロ）手帳の交付を受けている者のうち、重度の障害を持つ者

として身体障害者福祉法施行規則（昭和２５年厚生省令第

１５号）別表第５号に定める障害の等級又は「療育手帳制

度の実施について（昭和４８年９月２７日児発第７２５号



載されているもののうち、「車体の形状」欄に車いす移動

車、身体障害者輸送車又はキャンピング車と記載されてい

るもので、乗車定員が１０人以下のもの。以下障害者割引

において同じ。）又は二輪自動車（総排気量が１２５ＣＣ

を超えるもの。以下障害者割引において同じ。）で、当該

身体障害者又はその親族等（配偶者、直系血族及びその配

偶者、兄弟姉妹及びその配偶者並びに同居の親族等。以下

同じ。）が所有するもの（自動車車検証の「所有者の氏名

又は名称」欄に当該障害者若しくはその親族等の氏名が記

載されているもの又は割賦契約若しくは長期の賃貸借契約

等により自動車を利用している場合であって、自動車車検

証の「使用者の氏名又は名称」の欄に当該身体障害者若し

くはその親族等の氏名が記載されているもの。身体障害者

１人につき１台に限る。）。ただし、営業用の自動車（割

賦契約若しくは長期の賃貸借契約等により自動車を利用し

ている場合以外であって、自動車車検証の「所有者の氏名

及び名称」若しくは「使用者の氏名又は名称」欄に法人名

が記載されているもの、自動車車検証の「自家用・事業用

の別」欄に事業用と記載されているもの又は外見上営業の

ために使用していることが明らかであるもの等。以下同

じ。）を除く。  

 

ロ．身体障害者福祉法第15条第4項の規程により身体障害者

手帳の交付を受けている者（15歳未満の者につき、その保

護者が身体障害者手帳の交付を受けているときは、当該15

歳未満の者）のうち、下表の左欄に掲げる障害の区分ごと

にそれぞれ同表の右欄に掲げる等級（身体障害者福祉法施

行規則（昭和25年厚生省令第15号）別表第5号に定める障

害の等級をいう。）に該当する障害を有する者及び同表の

厚生省児童家庭局長通知）」の第三に定める障害の程度に

基づき埼玉県道路公社が別に定める者（以下「重度障害者」

という。）が手帳を携行して乗車し、その移動のために本

人以外の者が運転する自動車のうち日常生活の用に供され、

当該重度障害者又はその親族等が所有する（これらの者が

これらの自動車を所有していない場合にあっては、当該重

度障害者を継続して日常的に介護している者が所有する）

自動車（営業用の自動車を除く。）で、埼玉県道路公社が

別に定めるもの。  

また、上記（イ）又は（ロ）の要件を満たす自動車以外

の自動車であっても、埼玉県道路公社が別に定めるものに

ついては、埼玉県道路公社が別に定めるところにより本割

引を適用するものとする。  

 

ロ 割引率  

 ５割以下とする。  

 

ハ 実施期日  

 令和５年３月２７日から実施し、それまでの間は従前

のとおりとする。  

 

注）埼玉県道路公社が別に定めるものとは、「有料道路における障

害者割引実施要領」をいう。  



左欄に掲げる障害を２以上有し、その障害の総合の程度が

同表の右欄に準ずる者、又は療育手帳制度要綱（昭和48年

9月27日厚生省発児第156号厚生事務次官通知「療育手帳制

度について」別紙）の定めるところにより療育手帳の交付

を受けている者のうち、障害の程度が「療育手帳制度の実

施について（昭和48年9月27日児発第725号厚生児童家庭局

長通知）」の第3の1(1)に規定する「重度」に該当する者

（以下「重度障害者」という。）が乗車し、その移動のた

めに本人以外の者が運転する乗用自動車、貨物自動車、特

種用途自動車又は二輪自動車で、当該柔道障害者若しくは

その親族等が所有するもの（自動車検査証の「所有者の氏

名又は名称」欄に当該重度障害者若しくはその親族等の氏

名が記載されているもの又は割賦契約若しくは長期の賃貸

契約等により自動車を利用している場合であって、自動車

車検証の「使用者の氏名又は名称」欄に当該重度障害者若

しくはその親族等の氏名が記載されているもの。重度障害

者１人につき１台に限る。）又はこれらの者がこれらの自

動車を所有していない場合であっては、当該重度障害者を

継続して日常的に介護している者が所有するもの（自動車

車検証の「所有者の氏名又は名称」欄に当該重度障害者を

継続して日常的に介護している者の氏名が記載されている

もの又は割賦契約若しくは長期の賃貸契約等により自動車

を利用している場合であって、自動車車検証の「所有者の

氏名又は名称」欄に当該重度障害者を継続して日常的に介

護している者の氏名が記載されているもの。重度障害者１

人につき１台に限る。）。ただし、営業用の自動車を除

く。  

 

 



 

 

 

 

障害の区分 障害の程度 

視覚障害 

聴覚障害 

１級から３級までの各級及び４

級の１２級及び３級 

肢
体
不
自
由 

上肢不自由 

下肢不自由 

体幹不自由 

１級、２級の１及び２級の２ 

１級、２級及び３級の１ 

１級から３級までの各級 

乳幼児期以前

の非進行性の

脳病変による

運動機能障害 

上肢 

機能障害 

１級及び２級（一上肢のみに運

動機能障害がある場合を除く。） 

移動 

機能障害 

１級及び３級（一下肢のみに運

動機能障害がある場合を除く。） 

内
部
障
害 

心臓機能障害 

じん臓機能障害 

呼吸器機能障害 

ぼうこう又は直腸の機能障

害 

小腸機能障害 

ヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫機能障害 

肝機能障害 

１級から４級までの各級 

１級から４級までの各級 

１級から４級までの各級 

１級から４級までの各級 

１級から４級までの各級 

１級から４級までの各級 

 

１級から４級までの各級 

 

 

 

 



 

 

ウ 三郷流山橋有料道路 

（旧） （新） 

障害者割引  

イ．割引をする自動車  

社会福祉法（昭和26 年法律第45 号）第14 条に基づく福

祉に関する事務所（市町村及び特別区が設置したものに限

る。）又は当該事務所を設置していない町村において、身

体障害者福祉法（昭和24 年法律第283 号）第15 条第4 項

の規定により交付されている身体障害者手帳又は療育手帳

制度要綱（昭和48 年9 月27 日厚生省発児第156 号厚生事

務次官通知「療育手帳制度について」別紙）の定めるとこ

ろにより交付を受けている療育手帳（以下「手帳」とい

う。）に、以下の（イ）又は（ロ）の要件を満たすものと

して、埼玉県道路公社が別に定めるところにより事前に自

動車登録番号又は車両番号等の必要事項が記載された自動

車とする。  

 

（イ）  手帳の交付を受けている者が、手帳を携行して自ら

運転する自動車のうち日常生活の用に供され、本人又は

その親族等が所有する自動車（営業用の自動車を除

く。）で、埼玉県道路公社が別に定めるもの  

（ロ）  手帳の交付を受けている者のうち、重度の障害を持

つ者として身体障害者福祉法施行規則（昭和25 年厚生

省令第15 号）別表第5 号に定める障害の等級又は「療

障害者割引  

イ．割引をする自動車  

身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条

第４項の規定により交付されている身体障害者手帳又は療育

手帳制度要綱（昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号

厚生事務次官通知「療育手帳制度について」別紙）の定める

ところにより交付されている療育手帳（以下「手帳」という。）

に、社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 14 条に基づく

福祉に関する事務所（市町村及び特別区が設置したものに限

る。）又は当該事務所を設置していない町村又は高速道路会

社等の有料道路事業者が共同で設ける申込窓口において、以

下の（イ）又は（ロ）の要件を満たすものとして、埼玉県道

路公社が別に定めるところにより事前に自動車登録番号又は

車両番号等の必要事項が記載された自動車とする。  

ただし、以下（イ）又は（ロ）の要件を満たす自動車以

外の自動車であっても、埼玉県道路公社が別に定めるもの

については、埼玉県道路公社が別に定めるところにより本

割引を適用するものとする。  

 

（イ）  手帳の交付を受けている者が、手帳を携行して自ら

運転する自動車のうち日常生活の用に供され、本人又は

その親族等が所有する自動車（営業用の自動車を除

く。）で、埼玉県道路公社が別に定めるもの。  

（ロ） 手帳の交付を受けている者のうち、重度の障害を持つ



育手帳制度の実施について（昭和48 年9 月27 日児発第

725 号厚生省児童家庭局長通知）」の第三に定める障害

の程度に基づき埼玉県道路公社が別に定める者（以下

「重度障害者」という。）が手帳を携行して乗車し、そ

の移動のために本人以外の者が運転する自動車のうち日

常生活の用に供され、当該重度障害者又はその親族等が

所有する（これらの者がこれらの自動車を所有していな

い場合にあっては当該重度障害者を継続して日常的に介

護しているものが所有する）自動車（営業用の自動車を

除く。）で、埼玉県道路公社が別に定めるもの  

 

ロ．割引率  

割引率は5 割以下とする。  

 

注）埼玉県道路公社が別に定めるものとは、「有料道路におけ

る障害者割引実施要領」（平成15 年7 月30 日。）をいう。  

 

者として身体障害者福祉法施行規則（昭和 25 年厚生省

令第 15 号）別表第 5 号に定める障害の等級又は「療育

手帳制度の実施について（昭和 48 年 9 月 27 日児発第

725 号厚生省児童家庭局長通知）」の第三に定める障害

の程度に基づき埼玉県道路公社が別に定める者（以下「重

度障害者」という。）が手帳を携行して乗車し、その移

動のために本人以外の者が運転する自動車のうち日常生

活の用に供され、当該重度障害者又はその親族等が所有

する（これらの者がこれらの自動車を所有していない場

合にあっては、当該重度障害者を継続して日常的に介護

している者が所有する）自動車（営業用の自動車を除く。）

で、埼玉県道路公社が別に定めるもの。  

   また、上記（イ）又は（ロ）の要件を満たす自動車以

外の自動車であっても、埼玉県道路公社が別に定めるも

のについては、埼玉県道路公社が別に定めるところによ

り本割引を適用するものとする。  

 

ロ．割引率  

割引率は5 割以下とする。  

 

  ハ．実施期日 

供用開始の日から実施する。 

 

注）埼玉県道路公社が別に定めるものとは、「有料道路におけ

る障害者割引実施要領」をいう。 
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